
様式第二号の十四（第八条の十七の三関係）(第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

加治　一仁

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

電子情報処理組織の使用に関する事項

ｔ

ｔ

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

生産本部 広島事業所長

自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

事業の種類

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　　2026年　6月 8日

広島市佐伯区五日市港2丁目2番1号

コベルコ建機株式会社

082-943-5321

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第11項の規定に基づき、

の特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

令和７ 年度

 事　業　場　の　名　称 コベルコ建機株式会社 生産本部 広島事業所　五日市工場

 事 業 場 の 所 在 地 広島市佐伯区五日市港2-2-1

生産用機械器具製造業

2025年4月1日から2026年3月31日

前々年度特別管理産業廃棄物排出量 145.2

特別管理産業廃棄物処理
計画における計画期間

排出量 全処理委託量

実施済み

前年度 118.8(ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く)
(電子情報処理組織の使用に関して実施した取組）

項目 項目目標値 目標値

別紙６のとおり

E01



別紙６
（廃棄物処理法-特管産廃処理計画実施状況報告書）

　　　　　　（　　　　　　　 令和８ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分した

量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

144.19 144.19 144.19

144.19 0 0 0 0 0 0 0 0 144.19 144.19 0 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

121.74 121.74 121.74

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

感染性産業廃棄物

合計

ばいじん

廃油（金属を含むもの）

汚泥（金属を含むもの）

廃酸（金属を含むもの）

廃油

廃酸

特別管理産業廃棄物の種類

廃アルカリ

廃アルカリ（金属を含むもの）

特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

廃PCB等

PCB汚染物

PCB処理物

指定下水汚泥

鉱さい

廃石綿等

燃え殻



様式第二号の十三（第八条の十七の二関係）(第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

加治　一仁

(法人にあっては，名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

 事　業　場　の　名　称 コベルコ建機株式会社　広島事業所　五日市工場

 事 業 場 の 所 在 地 広島市佐伯区五日市港2丁目2番1号

④特別管理産業廃棄物
  の一連の処理の工程

2026年4月1日から2027年3月31日

①事　業　の　種　類

②事　業　の　規　模

③従　 業　 員 　数

 計　　画　　期　　間

生産用機械器具製造業

1,465億円（五日市工場と沼田工場の合算）

1,510名

コベルコ建機株式会社

082-943-5321

特別管理産業廃棄物処理計画書

　　2026年　6月 8日

広島市佐伯区五日市港2丁目2番1号

生産本部 広島事業所長

処理工程

処理委託

廃シンナー 焼却

廃酸 焼却



別紙４

令和７ 年度）実績量
令和８ 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

144.19 136.98 144.19 136.98 144.19 136.98

144.19 136.98 0 0 0 0 0 0 0 0 144.19 136.98 144.19 136.98 0 0 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない特別管理産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその特別管理産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-特管産廃処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

現状：前年度（
計画：今年度（

廃油

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

特別管理産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

ばいじん

廃油（金属を含むもの）

廃酸

廃アルカリ

感染性産業廃棄物

廃PCB等

廃酸（金属を含むもの）

144.19

合計

廃アルカリ（金属を含むもの）

特

定

有
害

産

業

廃

棄

物

PCB汚染物

PCB処理物

指定下水汚泥

鉱さい

廃石綿等

汚泥（金属を含むもの）

燃え殻



別紙５（廃棄物処理法-特管産廃処理計画書）

１　特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

排出量は原単位により把握し、目標設定は原則として前年度比
１％の削減率を基準とする
⇒前年度排出量÷前年度回収時間×今年度回収時間×0.99

【主な取組み】
・「廃シンナー」　：回収時間当りの原単位を1％削減する。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

排出量は原単位により把握し、目標設定は原則として前年度比
１％の削減率を基準とする
⇒前年度排出量÷前年度回収時間×今年度回収時間×0.99

【主な取組み】
・「廃シンナー」　：回収時間当りの原単位を1％削減する。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

環境管理責任者
（安全衛生環境室長）

環境管理委員会

安全衛生環境室
一般廃棄物管理者

特別管理産業廃棄物管理者

環境統括責任者
（広島事業所長）

品質保証本部 生産本部 技術開発本部

調達部

製造室

安全衛生環境室

総務室

生産管理室

開発部門



３　特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している特別管理産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

分別再徹底キャンペーンの展開

　　②計画
　　（今後、分別する予定の特別管理産
業
　　廃棄物の種類及び分別に関する取
組）

分別再徹底キャンペーンの展開

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施していない

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施していない

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない



６　自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

8　電子情報処理組織の使用に関する事項

ｔ

電子マニフェスト導入済み
　　②今後実施する予定の取組等

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施していない

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

廃棄物処理は全量、契約に基づく外部委託とする

144.19
　　①特別管理産業廃棄物排出量
　　(ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。)

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

引き続き廃棄物処理は全量、契約に基づく外部委託とする



様式第二号の十四（第八条の十七の三関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

電子情報処理組織の使用に関する事項

ｔ

ｔ

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

事業の種類 一般産業機械製造業

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年5月22日

広島県広島市安芸区船越南一丁目６番１号

日鋼テクノ株式会社

０８２－８２２－３２３２

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第11項の規定に基づき、

の特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

2025 年度

 事　業　場　の　名　称 日鋼テクノ株式会社

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市安芸区船越南一丁目６番１号

代表取締役社長　松井　伸司

特別管理産業廃棄物処理
計画における計画期間

２０２５年４月～２０２６年３月

前々年度特別管理産業廃棄物排出量 92

前年度 106(ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く)

(電子情報処理組織の使用に関して実施した取組）

項目 項目目標値 目標値

排出量 全処理委託量

既に導入し運用しています

別紙６のとおり

E02



別紙６
（廃棄物処理法-特管産廃処理計画実施状況報告書）

　　　　　　（　　　　　　　2025 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分した

量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

0.074 0.074 0

25.817 25.817 25.23

36.05 36.05 34.52

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

4.116 4.116 2.966

39.52 39.52 34.86

0 0 0

105.577 0 0 0 0 0 0 0 0 105.577 0 97.576 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

88.3 0 0 0 0 88.3 0 77.1

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

感染性産業廃棄物

合計

ばいじん

廃油（金属を含むもの）

汚泥（金属を含むもの）

廃酸（金属を含むもの）

廃油

廃酸

特別管理産業廃棄物の種類

廃アルカリ

廃アルカリ（金属を含むもの）

特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

廃PCB等

PCB汚染物

PCB処理物

指定下水汚泥

鉱さい

廃石綿等

燃え殻



様式第二号の十三（第八条の十七の二関係）(第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては，名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

 事　業　場　の　名　称 日鋼テクノ株式会社

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市安芸区船越南一丁目６番１号

④特別管理産業廃棄物
  の一連の処理の工程

※図－１

２０２６年４月～２０２７年３月

①事　業　の　種　類 一般産業機械製造業

②事　業　の　規　模 １億円

③従　 業　 員 　数 614名

 計　　画　　期　　間

日鋼テクノ株式会社

０８２－８２２－３２３２

特別管理産業廃棄物処理計画書

2026年5月22日

広島県広島市安芸区船越南一丁目６番１号

代表取締役社長　松井　伸司



別紙４

2025 年度）実績量
2026 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

0.074 0.1 0.074 0.1 0 0

25.817 25.3 25.817 25.3 25.23 24.7

36.05 35.3 36.05 35.3 34.52 33.8

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0.1 0 0.1 0 0.1

4.116 4 4.116 4 2.966 2.9

39.52 38.7 39.52 38.7 34.86 34.1

0 0 0 0 0 0

105.577 103.5 0 0 0 0 0 0 0 0 105.577 103.5 0 0 97.576 95.6 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない特別管理産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその特別管理産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-特管産廃処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

現状：前年度（
計画：今年度（

廃油

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

特別管理産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

ばいじん

廃油（金属を含むもの）

廃酸

廃アルカリ

感染性産業廃棄物

廃PCB等

廃酸（金属を含むもの）

105.577

合計

廃アルカリ（金属を含むもの）

特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

PCB汚染物

PCB処理物

指定下水汚泥

鉱さい

廃石綿等

汚泥（金属を含むもの）

燃え殻



別紙５（廃棄物処理法-特管産廃処理計画書）

１　特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

※別紙表-１

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

※生産工程設備の保守を定期的に行い発生を抑制した。
（廃酸、廃アルカリ）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

※特に無し。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している特別管理産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

※特に無し。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の特別管理産
業
　　廃棄物の種類及び分別に関する取
組）

※特に無し。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

※特に無し。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

※特に無し。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

※特に無し。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

※特に無し。



６　自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

8　電子情報処理組織の使用に関する事項

ｔ

　　②今後実施する予定の取組等

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

※特に無し。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

※特に無し。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

※信用・信頼出来る業者を選択し、定期的に現地確認を行っ
ている。

105.58

※特に無し。

　　①特別管理産業廃棄物排出量
　　(ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。)

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

※上記の継続と、下記の取組みを行う予定。
※電子マニフェストを導入したので、業者選択時の条件とす
る。



別紙　表-1

環境管理組織

代表取締役社長管理部

品質管理
課

保全課 総務課

製造部

機械課

推進者

生産技術
課

推進者

熱処理課

推進者

鉄構課

推進者

鋳造課

推進者

公害防止管理者製造部長

：公害防止統括者

：公害防止統括者代理者管理部長

：公害防止推進者（部門長が任命した者）

：公害防止責任者（各部門

公害防止組織



図-１ 産業廃棄物の一連の処理の工程
（2024年度末現在）

汚泥 汚泥 焼却施設 埋立処分（管理型）

機械加工工程 廃油 再生リサイクル

廃油 焼却施設 冷却用リサイクル
（切削水・離型剤）

めっき工程 廃液 還元中和 埋立処分（管理型）
（廃酸・廃ｱﾙｶﾘ・ｸﾛﾑ含有物） ｾﾒﾝﾄ固化

汚物 焼却施設 埋立処分（管理型）
（廃酸・廃ｱﾙｶﾘ・ｸﾛﾑ含有物）

梱包材 木くず 破砕処理 再生熱利用

金属屑 スクラップ 再生リサイクル

研磨粉 再生熱利用

鋳造工程 鉱さい 埋立処分（管理型）

鋳物砂 再生リサイクル

発生源 廃棄物 処理・処分 処理・処分



様式第二号の十四（第八条の十七の三関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

電子情報処理組織の使用に関する事項

ｔ

ｔ

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

排出量 全処理委託量

実施していない

前年度 105.34(ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く)

(電子情報処理組織の使用に関して実施した取組）

項目 項目目標値 目標値

特別管理産業廃棄物処理
計画における計画期間

令和７年４月１日から令和８年３月３１日

前々年度特別管理産業廃棄物排出量 99.65

事業の種類 製造業

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年　6月　29日

広島市中区大手町２－８－４

㈱日本パーカーライジング広島工場

０８２－２５４－１５５１

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第11項の規定に基づき、

の特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

令和７ 年度

 事　業　場　の　名　称 ㈱日本パーカーライジング広島工場　出島事業所

 事 業 場 の 所 在 地 広島市南区出島１丁目３４－２６

代表取締役　中山　文宣

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙６のとおり

E03



別紙６
（廃棄物処理法-特管産廃処理計画実施状況報告書）

　　　　　　（　　　　　　　令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分した

量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

3.06 3.06

75.2 75.2 75.2

20.22 20.22

3.01 3.01

3.83 3.83

105.32 0 0 0 0 0 0 0 0 105.32 75.2 0 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

99.65

廃油

廃酸

特別管理産業廃棄物の種類

廃アルカリ

廃アルカリ（金属を含むもの）

特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

廃PCB等

PCB汚染物

PCB処理物

指定下水汚泥

鉱さい

廃石綿等

燃え殻

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

感染性産業廃棄物

合計

ばいじん

廃油（金属を含むもの）

汚泥（金属を含むもの）

廃酸（金属を含むもの）



様式第二号の十三（第八条の十七の二関係）(第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては，名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

 事　業　場　の　名　称 ㈱日本パーカーライジング広島工場　出島事業所																

 事 業 場 の 所 在 地 広島市南区出島１丁目３４－２６																

④特別管理産業廃棄物
  の一連の処理の工程

令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで																

①事　業　の　種　類 製造業

②事　業　の　規　模 出島事業所の2024年度売上実績　約8.1億円																

③従　 業　 員 　数 従業員数　64名（出島事業所）

 計　　画　　期　　間

㈱日本パーカーライジング広島工場								

０８２－２５４－１５５１							

特別管理産業廃棄物処理計画書

　　2026年　6月　29日

広島市中区大手町２－８－４								

代表取締役　中山　文宣								

廃酸

汚泥

中和

焼却

（中間処理）
事業所

無し又は再資源化

埋立(管理型)

（最終処分）

委託業者

焼却 埋立(管理型)



別紙４

令和７ 年度）実績量
令和８ 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

3.06 3.06 3.06 3.06

75.2 75.2 75.2 75.2 75.2 75.2

20.22 20.22 20.22 20.22

3.01 3.01 3.01 3.01 3.01 3.01

3.83 3.83 3.83 3.83

105.32 105.32 0 0 0 0 0 0 0 0 105.32 105.32 78.21 78.21 0 0 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない特別管理産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその特別管理産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-特管産廃処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

現状：前年度（
計画：今年度（

廃油

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

特別管理産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

ばいじん

廃油（金属を含むもの）

廃酸

廃アルカリ

感染性産業廃棄物

廃PCB等

廃酸（金属を含むもの）

105.32

合計

廃アルカリ（金属を含むもの）

特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

PCB汚染物

PCB処理物

指定下水汚泥

鉱さい

廃石綿等

汚泥（金属を含むもの）

燃え殻



別紙５（廃棄物処理法-特管産廃処理計画書）

１　特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・処理液の管理を徹底し、廃液の排出管理を行っている。
・分別を徹底している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

上記のことを継続して行っていく。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

各処理ライン

出島事業所

廃棄物管理担当

塗装課 処理加工課

安全衛生委員会

サーフェスエンジニアリング事業部

（環境管理責任者）

生産管理課機能表面処理



３　特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している特別管理産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

①塗料カス、廃塗料（特定有害物含有）
特別管理産業廃棄物保管場所を徹底し、他の産業廃棄物と
混ざらないように管理している。

②廃酸洗水（廃塩酸、廃硝酸）
酸の種類別の専用の廃液タンクに移送し、管理している。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の特別管理産
業
　　廃棄物の種類及び分別に関する取
組）

上記のことを継続して行っていく。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はなし。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はなし。



６　自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

8　電子情報処理組織の使用に関する事項

ｔ

　　②今後実施する予定の取組等

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

特別管理産業廃棄物処理は全て、契約に基づく外部委託業
者と
行っている。

105.32

今後実施する予定の取組みはなし。

　　①特別管理産業廃棄物排出量
　　(ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。)

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物処理は全て、契約に基づく外部委託業
者と
行っている。



様式第二号の十四（第八条の十七の三関係） (第1面)

令和 8 年　6月　23日

広島市長 様

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

電子情報処理組織の使用に関する事項

ｔ

ｔ

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

事業の種類 3111　自動車製造業（二輪自動車を含む）

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

広島県安芸郡府中町新地３番１号

マツダ株式会社

(代表) 082-282-1111

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第11項の規定に基づき、令和

の特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

7 年度

 事　業　場　の　名　称 マツダ株式会社　本社工場

 事 業 場 の 所 在 地 広島市南区小磯町174番地

代表取締役社長 　  毛籠　勝弘

特別管理産業廃棄物処理
計画における計画期間

令和6年4月1日から令和7年3月31日

前々年度特別管理産業廃棄物排出量 21

前年度 33(ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く)

(電子情報処理組織の使用に関して実施した取組）

項目 項目目標値 目標値

排出量 全処理委託量

 　　・法令改正について関係者へ周知することで電子マニフェストへ移行済み

別紙６のとおり

E04



別紙６
（廃棄物処理法-特管産廃処理計画実施状況報告書）

　　　　　　（　　　　　　　令和6 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分した

量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

33 0 0 0 0 0 0 0 0 33 0 0 0 33

2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39 0 0 0 0 0 0 0 0 39 0 0 0 39

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

75 0 0 0 0 0 0 0 0 75 0 0 0 75

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

255 0 0 0 0 255 0 0 0 255

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

感染性産業廃棄物

合計

ばいじん

廃油（金属を含むもの）

汚泥（金属を含むもの）

廃酸（金属を含むもの）

廃油

廃酸

特別管理産業廃棄物の種類

廃アルカリ

廃アルカリ（金属を含むもの）

特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

廃PCB等

PCB汚染物

PCB処理物

指定下水汚泥

鉱さい

廃石綿等

燃え殻



様式第二号の十三（第八条の十七の二関係） (第1面)

令和 8 年　　6月　23日

広島市長 様

提出者

住所

氏名

(法人にあっては，名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

マツダ株式会社
代表取締役社長 　 毛籠　勝弘

(代表) 082-282-1111

特別管理産業廃棄物処理計画書

広島県安芸郡府中町新地３番１号

④特別管理産業廃棄物
  の一連の処理の工程

別紙2-1のとおり

令和7年4月1日から令和8年3月31日

①事　業　の　種　類 3111　自動車製造業（二輪自動車を含む）

②事　業　の　規　模 製造品出荷額 21,571億円

③従　 業　 員 　数 18,282名

 計　　画　　期　　間

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

 事　業　場　の　名　称 マツダ株式会社　本社工場

 事 業 場 の 所 在 地 広島市南区小磯町174番地



別紙2-1    特別管理産業廃棄物の一連の処理の工程 

廃棄物処理の流れ 委託処理部分の範囲

発生源 廃棄物 処理・処分

PCB汚染物

廃油

金属回収

工場全域 無害化施設

セメント原料

焼却施設 セメント原料

（助燃材）



別紙４

7 年度）実績量
8 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

33 35 0 0 0 0 0 0 0 0 33 35 0 0 0 0 0 0 0 0

2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 2 2 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39 41 0 0 0 0 0 0 0 0 39 41 0 0 0 0 0 0 39 41

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

75 78 0 0 0 0 0 0 0 0 75 78 0 0 3 3 0 0 39 41

　 ※上記に分類できない特別管理産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその特別管理産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

廃酸（金属を含むもの）

21

合計

廃アルカリ（金属を含むもの）

特

定

有
害

産

業

廃

棄

物

PCB汚染物

PCB処理物

指定下水汚泥

鉱さい

廃石綿等

汚泥（金属を含むもの）

燃え殻

廃油（金属を含むもの）

廃酸

廃アルカリ

感染性産業廃棄物

廃PCB等

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

ばいじん

（廃棄物処理法-特管産廃処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

現状：前年度（令和
計画：今年度（令和

廃油

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

特別管理産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量



別紙５（廃棄物処理法-特管産廃処理計画書）

１　特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

分別の徹底と有価物化

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

更なる分別の徹底と有価物化

代表取締役社長

環境専門部門
(プラント技術部）

社内各部門

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

現時点、予定はない。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

現時点、予定はない。

　　①現状
　　（分別している特別管理産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

分別状況ﾊﾟﾄﾛｰﾙによる改善・指導、集積場でのチェック

　　②計画
　　（今後、分別する予定の特別管理産
業
　　廃棄物の種類及び分別に関する取
組）

教育による社員の意識向上を図り排出不良を低減する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、実施していない。



６　自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

8　電子情報処理組織の使用に関する事項

ｔ
　　①特別管理産業廃棄物排出量
　　(ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。)

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

委託先の現地確認を計画的に行う。
また，優良認定処理業者への委託も検討する。

　　②今後実施する予定の取組等

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、埋立処分は実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も埋立処分は実施しない。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、再生処理業者と適正な委託契約を締結している。

36



様式第二号の十四（第八条の十七の三関係） (第1面)

広島市長 様

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

電子情報処理組織の使用に関する事項

ｔ

ｔ

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

排出量 全処理委託量

電子マニフェスト導入済

前年度 449(ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く)

(電子情報処理組織の使用に関して実施した取組）

項目 項目目標値 目標値

特別管理産業廃棄物処理
計画における計画期間

 2025年4月1日～2026年3月31日

前々年度特別管理産業廃棄物排出量 640

事業の種類  航空機製造業

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年6月24日

広島市中区江波沖町５番１号

三菱重工業株式会社
広島製作所　江波工場

082-534-9650

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第11項の規定に基づき、

の特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

2025 年度

 事　業　場　の　名　称  三菱重工業株式会社　広島製作所　江波工場

 事 業 場 の 所 在 地  広島市中区江波沖町５番１号

民間機セグメント
広製統括責任者　　小南　金洋

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙６のとおり

E05



別紙６
（廃棄物処理法-特管産廃処理計画実施状況報告書）

　　　　　　（　　　　　　　2025 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分した

量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

45 45 45 45

76 76 76 75

89 89 89 88

2 2 2 0

82 82 82 82

100 100 100 100

393 0 0 0 0 0 0 0 0 393 393 390 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

444 444 444 442

廃油

廃酸

特別管理産業廃棄物の種類

廃アルカリ

廃アルカリ（金属を含むもの）

特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

廃PCB等

PCB汚染物

PCB処理物

指定下水汚泥

鉱さい

廃石綿等

燃え殻

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

感染性産業廃棄物

合計

ばいじん

廃油（金属を含むもの）

汚泥（金属を含むもの）

廃酸（金属を含むもの）



様式第二号の十三（第八条の十七の二関係）(第1面)

広島市長　様

提出者

住所

氏名

(法人にあっては，名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

三菱重工業株式会社
広島製作所　江波工場

082-534-9650

特別管理産業廃棄物処理計画書

2026年6月24日

広島市中区江波沖町５番１号

民間機セグメント
広製統括責任者　　小南　金洋

④特別管理産業廃棄物
  の一連の処理の工程

 別紙2-1（1/3,2/3,3/3)　産業廃棄物の一連処理工程表を
 参照願います。

 2026年4月1日～2027年3月31日

①事　業　の　種　類 　航空機製造業

②事　業　の　規　模 514億円

③従　 業　 員 　数 777人（グループ会社、請負会社含む）

 計　　画　　期　　間

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

 事　業　場　の　名　称  三菱重工業株式会社　広島製作所　江波工場

 事 業 場 の 所 在 地  広島市中区江波沖町５番１号



別紙４

2025 年度）実績量
2026 年度）計画量

　 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

45 44 45 44 45 44 45 44

76 75 76 75 76 75 75 74

89 88 89 88 89 88 88 87

2 2 2 2 2 2 0 0

82 82 82 82 82 82 82 82

100 99 100 99 100 99 100 99

393 389 0 0 0 0 0 0 0 0 393 389 393 389 390 386 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない特別管理産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその特別管理産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

廃酸（金属を含むもの）

392.88

合計

廃アルカリ（金属を含むもの）

特
定
有
害
産
業
廃
棄
物

PCB汚染物

PCB処理物

指定下水汚泥

鉱さい

廃石綿等

汚泥（金属を含むもの）

燃え殻

廃油（金属を含むもの）

廃酸

廃アルカリ

感染性産業廃棄物

廃PCB等

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

ばいじん

（廃棄物処理法-特管産廃処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

現状：前年度（
計画：今年度（

廃油

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

特別管理産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量



別紙５（廃棄物処理法-特管産廃処理計画書）

１　特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

別紙2-2管理体制表を参照願います。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

 ① 社内リサイクルの展開
 ② 包材の削減・通い箱の推進
 ③ 分別の徹底と有価物化
 ④ リサイクル先の開拓
 ⑤ ゼロエミッション活動
 ⑥ 廃棄物置場パトロールによる環境意識高揚
 ⑦ 油回収設備設置による廃油削減

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

上記①現状の継続

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　①現状
　　（分別している特別管理産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

種類
PH12.5以上(アルカリ廃液、廃アミン、水酸化ナトリウム、アルカリ廃液（有
害））
PH2以下(塩酸廃液、廃硫酸水溶液、塩酸・硝酸混合廃液、硝酸廃液、強
酸廃液、自動計測器試薬廃液、廃バッテリー（強酸）、クロム廃硫酸水溶
液、強酸有害、廃酸有害、）、、有害汚泥、廃アセトン、廃引火性廃油、廃
有機溶剤、廃塗料、灯油、微量ポリ塩化ビフェニル、ポリ塩化ビフェニル、
飛散性廃石綿

取組
仕分け表の周知徹底、分別状況パトロールによる改善・指導、集積場での

　　②計画
　　（今後、分別する予定の特別管理産
業
　　廃棄物の種類及び分別に関する取
組）

上記①現状の継続

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし



６　自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

8　電子情報処理組織の使用に関する事項

ｔ

現在、電子マニフェスト（JWNET）を活用しており、
今後も継続する。

　　①特別管理産業廃棄物排出量
　　(ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。)

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

  上記①現状の継続

　　②今後実施する予定の取組等

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

該当なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

該当なし

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

 ①再生利用業者への処理委託割合向上
 ②優良認定処理業者への処理委託割合向上

392.88



１／３

廃棄物の種類 廃棄物の名称 再資源化方法

有機汚泥 混　　合 焼　　却 原　料　化

（セメント原料、路盤材、肥料に再利用）

分　　別 肥料化

汚　　　泥 無機汚泥 選　　別 混　　合 原　料　化

（セメント原料に再利用）

塗料・油付着土砂 混　　練 焼却・熔融 原　料　化

（路盤材に再利用）

無機汚泥 焼　　却 管理型埋立処分場

再　生　油

廃油 （再生重油として売却）

油水分離 燃料化 燃　料　化

含水油 （セメント燃料として売却）

廃　　　油 燃　料　化

油付着物 焼　　却 （焼却炉補助燃料）

選　　別 原　料　化

スラッジ （セメント原料に再利用）

熔　　融 原　料　化

（路盤材に再利用）

廃油 焼　　却 管理型埋立処分場

油付着物

焼　　却 管理型埋立処分場

廃　　　酸 特管を除く廃酸 中　　和

脱　　水 原　料　化

（セメント原料に再利用）

焼　　却 管理型埋立処分場

廃アルカリ 特管を除く廃アルカリ 中　　和

脱　　水 原　料　化

（セメント原料に再利用）

廃プラスチック 焼　　却 管理型埋立処分場

発泡スチロール 破　　砕 造　　粒 ＲＰＦ固形燃料

廃プラスチック類 （製鉄燃料・原料として売却）

塩ビ系廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 圧縮・梱包 燃　料　化

（焼却炉補助燃料）

塗料・油付着プラ 焼　　却 熔    融 原　料　化

（路盤材に再利用）

パレット 原　料　化

木　く　ず 切　　断 破　　砕 （建材原料として売却）

梱包材 燃　料　化

（補助燃料として売却）

金属混合物類 選　　別 　 熔    融

（什器類・電気部品）

切断ノロ 原　料　化

金属くず 破　　砕 選　　別 （金属原料として売却）

廃バッテリ 原　料　化

（製鉄・製錬原料として売却）

廃乾電池 選　別 焙　焼 原　料　化

（金属原料として売却）

リチウムアルミ 焼　却 管理型埋立処分場

塗料・油付着金属 焼　　却 選　　別 原　料　化

（金属原料として売却）

（廃棄量少量の場合焼却・埋立）

（廃棄量少量の場合焼却・埋立）

別紙2-1産業廃棄物の一連処理工程表

中間処理方法



２／３

廃棄物の種類 廃棄物の名称 再資源化方法

蛍光管 破　　砕 熔　　融 原　料　化

（路盤材に再利用）

板ガラス 破　　砕 混　　合 管理型埋立処分場

空ビン 選　　別 原　料　化

（ビン原料に再利用）

レンガくず 破　　砕 選　　別 原　料　化

（下層路盤材に再利用）

陶磁器類

破    砕 選　　別 原　料　化

ｻﾝﾀﾞｰ・砥石くず （セメント原料に再利用）

ＲＣＦ 熔    融 破　　砕 原　料　化

(路盤材に再利用)

石膏ボード 破　　砕 選　　別 原　料　化

(石膏原料に再利用)

鉱　さ　い フラックス・ガーネット 混錬 原　料　化

（セメント原料に再利用）

鉄紛砂 選別 固化

がれき類 アスファルトくず 破　　砕 原　料　化

（下層路盤材に再利用）

コンクリートくず 管理型埋立処分場

(石綿含有廃棄物） 非飛散性石綿含有物 熔    融 破　　砕 原　料　化

廃棄物の種類 廃棄物の名称 再資源化方法

汚泥（有害） 有害含有汚泥 安定化 管理型埋立処分場

再　生　油

沈　　殿 蒸　　留 （再生油として売却）

揮発油 油水分離 混　　合 燃　料　化

引火性廃油 （セメント燃料として売却）

熔　　融 原　料　化

廃塗料 焼　　却 （下層路盤材に再利用）

管理型埋立処分場

引火性廃油（有害） 有害含有廃油 焼　　却 安定化 管理型埋立処分場

脱　　水 原　料　化

強　　　酸 ＰＨ２．０以下の廃酸 中　　和 （セメント原料に再利用）

焼　　却 管理型埋立処分場

特別産業廃棄物の一連処理工程表

中間処理方法

ガラス・コンクリー
ト・陶磁器くず

中間処理方法



３／３

廃棄物の種類 廃棄物の名称 再資源化方法

焼却・還元 原　料　化

強酸（有害） 有害含有強酸 中　　和 （鉄原料に再利用）

焼　却 管理型埋立処分場

脱　　水 原　料　化

強アルカリ ＰＨ１２．５以上の廃アルカリ 中　　和 （セメント原料に再利用）

焼　　却 管理型埋立処分場

脱　　水 原　料　化

強アルカリ（有害） 有害含有強アルカリ 中　　和 （セメント原料に再利用）

焼　　却 管理型埋立処分場

ばいじん（有害） 耐火煉瓦（有害物含有） 熔　　融 破　　砕 原　料　化

（下層路盤材に再利用）

トランス

廃 P C B 等 コンデンサー 解　　体 焼    却 原　料　化

（金属原料として売却）

安定器

廃 石 綿 等 飛散性石綿 溶　　融 破　　砕 原　料　化

(路盤材に再利用)

廃棄物の種類 廃棄物の名称 再資源化方法

可燃ごみ 紙くず・茶滓等 袋　　詰 焼　　却 燃料化

（広島市中工場）

古紙・ダンボール 圧縮梱包

紙　く　ず 原料化

機密書類 破砕 圧縮梱包 （製紙原料として売却）

中間処理方法

事業系一般廃棄物の一連処理工程表

中間処理方法



組織法による
公害防止管理体制

組織法による
公害防止管理体制

本
　
社

インダストリアル・
ソリューションドメイン

民間機セグメント

広
　
製
　
地
　
区

プラント・インフラドメイン、
機械システムセグメント

　　　(含、江波部門）

広　島　地　区　環　境　管　理　体　制　図 　【2026.04.01】

江　波　工　場

コーポレート・ST部門（総研・DI本部・VC本部）

観　　音　　工　　場

機械システムセグメント エナジードメインプラント・インフラドメイン

Pｒｉｍｅｔａｌｓ
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ

Ｊａｐａｎ

社環境管理
事務局

各部門長

社員

社員

各部門長

社員

社環境管
理事務局

社員

各部門長

社環境管
理事務局

2026年4月1日

民間機セグメント企画管理部
（地区セグメント環境）

鈴木 G長
増埜 上席主任
坂本 社員

小南 地域統括責任者
（江波工場 公害防止統括者）

セグメント長
（社環境委員）

ドメイン環境事務局

プラント・インフラドメイン長

公害防止統括者代理：米村部長
（MCO安全環境・品質保証部）

水質公害防止管理者：中井社員
（MHIMT安環課）

同 代理者：杉田課長
（MHIMT組立課）

公害防止統括者代理 ： 鈴木G長（民セ企管広管G）
水質公害防止管理者 ： 若松上席主任（民セ工務課）

同 代理者 ： 岡村社員（民セ江波製）
大気公害防止管理者 ： 岡村社員（民セ江波製）

同 代理者 ： 新川主任（民セメタル技術）

MCO安全環境G
（地区ドメイン環境）

櫻井主席、岡田主任、空社員

真﨑 広島地区環境統括者
（観音工場 公害防止統括者）

セグメント長（社環境委員）
インダストリアル・

ソリューションドメイン長

（環境管理責任者、環境ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ責任者、社環境委員）
（環境管理責任者、

環境ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ責任者、
社環境委員）

ドメイン環境事務局
（安全環境室）

セグメント環境事務局

セグメント環境事務局

ドメイン環境事務局

各コーポレート部門長

各コーポレート環境事務局

土岐 総務部 主幹部員
兼 ＨＲ戦略部 主幹部員
兼 呉工場長
兼 広島製作所 主幹部員
兼 ＨＲマネジメント部 主幹部員

各部門長
・総務部総務第四グループ

・本社法務部

・HR戦略部 広島HRBPG
・総研

・DI本部

・バリューチェーン本部インフラ設備管理部

広島・三原インフラ設備管理グループ

社環境管理事務局

社環境管理事務局

～

三菱重工マシナリー
テクノロジー
(江波部門）

各部門長

～

三菱重工マシナリー
テクノロジー

ＭＨＩｿﾘｭｰｼｮﾝ
ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ

～～

ＭＨＩﾌｧｼﾘﾃｨｰ
ｻｰﾋﾞｽ

ＮＴＴデータＭＨＩ
システムズ ＭＨＩ-TC

～

・ダイヤモンドオフィスサービス
・富士フイルムサービスリンク
・ダイヤエコテック広島 ｅｔｃ.

～

三菱重工冷熱 MHパワーエンジニアリング

地区環境担当者

各部門長

三菱重工機械
システム

各部門長

エナジードメイン長

副ドメイン長 （社環境委員）
安全環境室長

（環境管理責任者、環境ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ責任者）

社員

安全環境・品質保証部長
（環境管理責任者,

環境ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ責任者）

三菱重工
コンプレッサ

社長（社環境委員長）

～

～ ～
～

社員社員

各部門長

～
～

～

～～

注１ 実線は社環境マネジメントでの管理体制

注２ 赤点線は「公害防止組織の整備に関わる法」による、 観音工場、江波工場

それぞれの法的は管理体制

（グループ会社単独での公害防止統括者、管理者届出は記載を割愛）

社員 社員


